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「ＪＰシートのチェック機能 ＡＮＤ条件を使いこなす」

ＪＰ分析メニューのチャートで、ＪＰシートのサインを表示させる事をチェック、また
はチェック機能といいます。

通常このチェック機能は、ＯＲ条件です。

例えば、１番シートと２番シートをチェックした場合、それぞれのシートに合格した日
にサインが表示されます。

では１番シートと２番シート両方に合格した日について、チェックしたい場合はどうす
ればいいのでしょうか？

それはＡＮＤ機能を使います。

この機能は、ＪＰ法株価分析システムにはありません。ＪＰ２０００ソフトにのみあり
ます。

ＪＰ分析メニューのチャートから、「条件」－「自動チェック設定」
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ここにＡＮＤ条件があります。

どうして今回この解説をするのかというと、６月１日にＪＰシート４０８番と
ハイローバンド型のサインが同時点灯したからです。

上記２つの条件に合格した日のみサインを表示させたい場合、どうすればいいのでしょ
うか・・・？

ハイローバンド型のサインとは、
３日が買い転換、１５日が買い場というものです。

この条件は同時に２本のハイローバンドを見ているので１つのＪＰシートでは表現出来
ません。

ＷＯＲＫシートでは、同時に３本までチェックする事が出来るため、通常こちらを使い
ます。ＪＰシートは使いません。

では、これをＪＰシートでチェックするにはどうしたらいのでしょうか？

それは、２つのシートを作りＡＮＤ条件としてチェックする事によって出来ます。

１つのシートは、３日ハイローバンドが買い転換

もう１つのシートは、１５日ハイローバンドが買い場というものになります。
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１番シート ３日ハイローバンドが買い転換

２番シート １５日ハイローバンドが買い場
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普通にチェックしてしまうと、ＯＲ条件なのでこうなります。

これをＡＮＤ条件とする場合は下記のように設定します。

もし、１番から５番、全てに合格した日を調べたい場合は、こうなります。

連番でないといけま
せん。
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１番と２番同時点灯ポイント

ＷＯＲＫ分析だとこうなります。

当然、ＪＰチャートでもＷＯＲＫチャートでも同じ日に点灯します。

ここまでの解説で、当初知りたかったサインであるＪＰシート４０８番とハイローバン
ド型の同時点灯したポイントのチェック方法は分かりますね。

大きく分けて２つやり方があります。

１つは、４０８番、３日ハイローバンド買い転換、１５日ハイローバンド買い場の条件
をＡＮＤチェックする事です。

この場合、３つのシートは連番でなければいけません。

１番、２番、４０８番といった感じは出来ません。

連番にするので、１番、２番、４０８番を３番シートへ保存しＡＮＤチェックします。
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４０８番を３番シートへ保存する方法

４０８番シートを開き、「保存」をクリック、「３」と入力します。

これで４０８番シートは３番シートへ保存されました。上書きコピーと一緒です。
※３番シートにあらかじめ条件が入っていたら、消えてしまいますのでご注意下さい。

１番から３番とします。
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直近

全期間

もう１つは、４０８番と３日ハイローバンド買い転換を１つにまとめ、それと１５日ハ
イローバンド買い場の条件をＡＮＤチェックする方法です。

※４０８番と１５日ハイローバンド買い場の条件を１つにまとめてもいいです。
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４０８番と３日ハイローバンド買い転換 ３番シート

２番シートには、１５日ハイローバンドが買い場
３番シートには、４０８番＋３日ハイローバンドが買い転換
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直近

全期間

結果は当然同じとなります。

いかがでしたでしょうか・・・。

このようにＪＰ２０００ソフトのＪＰシートＡＮＤ機能を使うと、さらにきめ細かいチ
ェックが出来るようになります。

例えば、最安値周期が２０日と４０日などです。

ＷＯＲＫシートとの合わせ技は、今回のようにハイローバンドであれば可能です。

色々お試し下さい。


